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「
富
山
。ω
N

(1
) 

中
期
の
詩
篇
に
つ
い
て

浜

イ変

郎

。
R
R
S
ω

島
区
g

円
四O
H
b
z
n
N・
冨
宏
明N

（H
∞
J司
ー
ー
包ω
匂
）
は
、
文
学
史
的
に
位
置
づ
け
し
に
く
い
作
家
、
と
い
え
よ
う
。
第
一
詩
集
＝

Z

同v
S
B
O
《
吉

宗
の
包
g
g

∞
＝
（5
3

）
や
第
二
詩
集
z
r
z
e
－R
E
g

－
－

C
8
3

は
、
明
ら
か
に
後
期
サ
ン
ボ
リ
ス
ム
の
風
土
と
感
化
を
示
し
て
い
る
が
、
詩
集

E
g
m
－

E
g

－
－
（
5
5

）
、
劇
詩
z
E
m
g巴
冨
包

ω
3

.. 

（S
H
N
）
、
小
説
＝
て
〉
自0
5
2
8
E

在
住

O
R
．
（5
5

）
な
ど
の
作
品
か
ら
、
や
や
秘
教
的
要
素
の
濃
い
宗

教
性
が
強
く
現
わ
れ
、
E

〉
円
凹
冨
也
管ω
＝
（H
S
S
や

E
F
g
k
F同
S
S

∞
＝
（H
S
3
で
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に
文
学
の
領
域
か
ら
逸
脱
し
て
哲
学
的g
g

即
あ
る

い
は
魂
の
仏
0
2
B
O
E

と
も
い
う
べ
き
も
の
に
近
づ
き

一
九
一
O
年
頃
を
境
に
し
て
以
後
の
作
品
に
冨
巳
g
N

の
独
自
性
が
著
し
く
表
わ
れ
て
く
る
の
だ
。

大
著
『
象
徴
主
義
の
詩
的
使
命
』
の
E
U
Z
B

宮
店
可

o
s
b
・
－
と
い
う
章
で
、
の
ミ
冨W
E
E

は
冨
即
日
。
∞
N

を
p
o
g

仲
や
京
宮
司

サ
ン
ボ
リ
ス
ム
の
歴
史
の
な
か
で
最
初
に
し
て

前
に
位
置
づ
け
、
「
わ
れ
わ
れ
が
彼
に
関
心
を
も
つ
の
は
、

の
後

n
z
E
o
－
の

あ
の
世
紀
末
の
遅
ま
き
の
果
実
に
よ
る
よ
り
も
、

最
後
で
あ
る
が
、
真
実
の
秘
教
的
宮
O
芯
ユ
官
。
な
詩
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
そ
れ
以
後
の
精
神
の
冒
険
－
J
2
2
Z
B

名
E
g
o
－
－o

に
よ
っ
て
な
の
で
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(
1v 

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
サ
ン
ボ
リ
ス
ム
が
た
ん
に
文
学
の
一
流
派
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
は
、
ま
さ
に
そ
れ
が
内
包
す
る
精
神
の
冒
険
や
形
市
上
学
に
よ
る

た
め
で
あ
る
か
ら
、
富
山
。E
E

の
意
見
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
周
到
な
学
者
富
山
o
v
o－
u
b
s
a
吉
は
彼
の
主
著
『
象
徴
主
義
的
諸
価
値
の
危
機
』
の
ま
Z
6
0・

羽
田
含
－U
B
0
2
5
5
2

ロ
M
m
w
g
含
－
E
g

－
－
と
い
う
一
節
で
、
冨
出
。
認
を
〉
ロ
仏
芯
∞

E
B

印
や
旬
。
g

含
回

2
v
t
o

と
合
わ
せ
論
じ
、
「
ロ
マ
ン
チ
ス
ム
や

エ
レ
ゲ
ィ
ア
風
ま
た
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
古
典
主
義
」
の
色
合
い
を
多
少
帯
び
た
ネ
オ
・
サ
ン
ボ
リ
ス
ム
（
T
S

同
0
1
円
。
ら
）
に
対
し
て
、生
き
生
き

を
し
、
詩
が
そ
の
語
法
の
魔
術
的
能
力
に
よ
っ
て
啓
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

(
2
>

岳
同
b
z
g
g

に
、
サ
ン
ボ
リ
ス
ム
が
到
達
し
完
成
し
た
」
と
述
べ
、
冨
ロ
。
凹N

と
し
た
独
創
的
な
サ
ン
ボ
リ
ス
ム
の
伝
統
を
承
け
つ
ぐ
者
と
し
て
彼
ら
三
人
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
昌
宏
自
に
お
い
て
「

E

〉
g

冨
ω

雪
印
＝
が
下
描
き

キ
リ
ス
ト
教
的
霊
感
に
よ
る
秘
教
主
義
て
宮

O
芯
丘
師
自
O

内
ご
ロ
岳
町
民
吉
田

の
詩
の
所
有
す
る
魔
術
的
効
果
に
言
及
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
し
か

し
多
少
年
代
記
的
正
確
さ
を
無
視
す
れ
ば
、
開
門
ロoa
何
者
E
E

が
z
F
ω
冨
巴
Z
S
B
仏
o
r
g
・
円
．
の

t
F
o
m司
自
g
z
m
自

o
b
g
忠
弘
吉
0.. 

と
い
う
一
章
で
、

(3
) 

円
。
。
ロ
回
目
。
吋
や
F
g
m
件
図
。
ロ0
・
g
g
E

訟
の
ロ
包

g

ら
を
論
じ
て
い
る
が
、
∞
ω
吉
伸
・
同vo－
－
問
。
日
や
偉
大
な
巧
・
回
・
同

g
Z

と
と
も
に
宮
口

o
m
N

を
こ
こ
に
加

え
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
巴
ミ
流
に
い
え
ば
「
絶
対
の
巡
礼
者
」
で
あ
り
彼
ら
の
文
学
は
「
方
法
」
で
は
な
く
「
認
識
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た

-153-

、A

、
，

d
v’
回
《
》

品
N
・
l
v，
4
h

(2
) 

と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
が
中
期
詩
篇
と
名
づ
け
る
の
は
、
「
絶
対
者
」
へ
の
い
わ
ば
宮
♀
常
仙
台
。
な
探
究
が
始
ま
っ
た
時
期1
1
1

だ
い
た
い
一
九
一
O
年
頃
か

ら
二
O
年
頃
ま
で
の
作
品
を
指
す
の
だ
が
、
乙
の
一
種
の
転
機
あ
る
い
は
の
ユ
8

の
原
因
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
の
憶
測
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
故
郷
リ
ト

ア
ニ
ア

E
S
S
E

－o

（
旧
バ
ル
ト
海
沿
岸
の
三
国
の
ひ
と
つ
）
や
家
族
か
ら
の
孤
立
と
放
浪
、
回
－
w
o
や
同
g
w

己
目
。
問
。
問
。
ロ
そ
し
て
同
，

E
E

の
世
界
を
思
わ
せ

る
生
来
の
深
い
北
方
的
ペ
シ
ミ
ス
ム
、
死
へ
の
偏
執
（
一
九
O
O
年
頃
父
と
の
争
い
か
ら
自
殺
未
遂
を
は
か
っ
て
い
る
）
に
加
え
て
、
黄
色
腫
凶
自
神
宮
自
ゆ
と

よ
ば
れ
る
皮
膚
病
に
か
、
沿
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
一
九
一
四
年
一
二
月
の
神
秘
的
体
験
が
決
定
的
な
感
化
を
冨
皆
目
に
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
三
年
の
冬
、
z
g
m
M
H
O
－
冨
脳
出
向
ω

＝
上
演
を
計
画
し
て
、
冨
即
日0
自
と
知
り
合
っ
た
の
包
g
E
R
S

身
は
、

夕
食
を
と
も
に
し
た
と
き
．
4
0
8
2
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(9
>

乙
の
啓
示
は
、
のE
8

に
よ
れ
ば
∞
毛
色
g
g
a

を
読
む
前
に
起
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
同
g
b
u
g

自
己
や
国
g

門
戸
冨5
5
誌
の
よ
う
に
薬
品
を
用
い
た

わ
け
で
も
な
く
、
「
完
全
な
目
覚
め
の
状
態
」
に
詩
人
が
い
て
、
し
か
も
「
実
際
に
起
き
ま
た
真
実
の
事
件
」
な
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
時
、
E

〈
o
－F
R

凹
＝
と

い
う
名
前
の
秘
教
団
体
に
、
同
g
b
p
v
d
g
－
－2

ゃ
れ
R

－o
申

F
ω円
円
。
足
。
と
と
も
に
冨
ロ
o

自
も
加
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、

一
九
一
八
年
頃
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
資
金
の
関
係
そ
の
他
か
ら
解
散
し
た
ら
し
い
。
こ
れ
が
ど
の
程
度
の
感
化
を
彼
に
及
ぼ
し
た
か
は
多
く
の
批
評
家
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
冨
口
。
自
白

身
も
他
人
か
ら
こ
の
話
題
に
触
れ
ら
れ
る
の
を
好
ま
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

乙
の
事
件
を
中
心
と
す
る
生
涯
の
転
機
が
詩
作
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
も
な
いoE
－
。
誌
は
ち
ょ
う
ど
四

O
才
直
前
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
詩
の
な
か
に
詠
み
こ
ん
で
い
る
。
「
精
神
と
身
体
は
四
O
年
戦
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
四
O
才
は
「
大
い
な
る
都

〈
叩
〉

イ
エ
ル
ザ
レ
ム
を
探
す
の
を
学
ぶ
べ
き
年
令
」
な
の
だ
F
、

g

胃
広
z
z
g
G

回
－E
Z
E

告
白

g
S
S
T

－

0
5
2
E
O
吉
田
－

r
g
ロ
5
2

宮
口
目
白

i
o
・
＼

o
k
r
B
g
同
一
＼
（
・
：
）

O
B
B
E
O
吉
田
・
＼
宮
口
円
ω
3
8

昆
g
v
n
V
O
R
V
R

い
ず
れ
に
し
ろ
、

（
：
・
〉
D
S
E
o
g
帥
・
＼35
8

匂
円
。
包
括
砂
宮
己2
8
5
B
S

円
目
的
含
宮
崎
O
B
S
O

－

－ω

の
席
。
。
旬
。E
－g
－o
g

一
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(3
) 

中
期
の
詩
篇
は
、
k
F
E円
。
盟
－s

－3

版
全
集
の
＝
g
b
岡
山2

円
、
（
以
下
旬
・
同
と
略
記
）
に
の
せ
ら
れ
た
E
m
ヨ
3
Z
E
g
z

（5
5

）
か
ら
E
E
n
g
r

・

ω
回
目
。
ロ
円
同
O
F
O
B
S

－
＝
（S
N
N
）
に
い
た
る
作
品
の
う
ち
、
年
代
が
比
較
的
後
と
推
定
さ
れ
る

z
P
E
s
s
e

－ω
n
oロ
S
E
g
n
o

＝
と

E
F
ω

の
。
巳
g

色
。
ロ

補
註
（I
〉

e
F
O
B
S

目
、
、
を
除
い
た
残
り
の
詩
で
あ
り
、
出
版
さ
れ
た
詩
集
で
は
一
九
一
五
年
の
‘

4
8
B
g
z

（
盟
関
正
常o
発
行
）
、

（
冨g
ω

腎
ω
m
u
g
s

ロ
発
行
）
、
ニ
九
年
の
2
3
p
g
o
師
、
、
（
盟
。
門
戸
広

m
o

発
行
）
に
重
複
し
て
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

一
九
一
八
年
の
z

〉
仏
E

自
自
営
巳

こ
の
な
か
で
最
も
古
く
制
作
年
代
が
一
九
一
三
年
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
推
定
さ
れ
る
の
は

z
E

回
2

ロ
S
R
B

神
宮
内
同
吉
田
宮
ロ
旦
て
、
と
い
う
宮
内2
m
g
o

補
註
（E
〉

的
表
題
の
一
篇
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
母
性
の
弓
s
g
z

で
あ
る
「
生
家
」
F
ω
冨
忠
明
。
ロ
B
S
F

へ
の
還
帰
ま
た
は
「
放
蕩
息
子
に
よ
る
幼
年
時
の
再
征
服
」

が
主
題
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
（
し
か
も
死
ん
だ
恋
人
と
一
し
ょ
に
帰
る
と
い
う
陰
欝
な
ロ
マ
ン
チ
ス
ム
の
モ
チ
ー
フ
も
あ
る
）
し
か
し
乙
の
家
は
、
「
廃



塩
に
な
っ
た
館
の
高
い
黒
い
扉
ま
で
茨
ゃ
い
ら
く
さ
て
o
a
o

が
生
い
繁
り
、
暗
く
ロ
o
－B

押
し
黙
っ
て
B
5
3
0

疑
い
深
く
自
止
宮
ロ
件
。
」

召
使
ら
も
死
に
絶
え
て
い
る
が
、
思
え
ば
詩
人
の
幼
年
時
も
そ
ん
な
に
幸
福
で
は
な
く
、
「
夜
ベ
ッ
ド
の
中
で
小
さ
く
な
り
、
鎧
の
内
側
か
ら
の
よ
う
に
、
壁
の

う
し
ろ
の
雪
解
け
の
音
に
ま
じ
っ
て
肖
像
画
の
心
臓
の
鼓
動
を
聞
い
て
」
い
た
の
だ
。
同

ω
E
g
m
b
g
同
目
白

8
5
v
o
w
s－F
＼
『
g

窓
口
E
－m
g
B
E
0
2
2
0
C
M

向

島
正
志
向
日

2
0

・
＼
巴
吉
田
町Z
E
T
E

庶
m
o－
含
E
b
g
Z

自
己
♂
＼
国
主Ro
－2
円

8
2

円
・
（P

同
・
5

品
）

詩
人
の
家
族
や

す
な
わ
ち
、
乙
の
詩
に
お
い
て
は
「
生
家
へ
の
還
帰
」
（
精
神
分
析
学
的
に
い
え
ば
母
性
と
い
う
ω
R
Z
q宮
へ
の
還
帰
）

と
い
う
主
題
と
、
「
鍵
穴
が
錆

び
つ
き
、
萄
葡
の
蔓
が
枯
れ
、
扉
に
掛
金
が
下
り
鎧
戸
が
閉
ま
っ
て
い
る
黒
い
黒
い
家
」
冨
巳
g

ロ
ロ
旦
円
0
・
8

町
0

・
＼
印
。
口
2
2
3

巳
ロ
吉
田
＼E
B
自
g

件
目
。
F

こ
の
詩
の
な
か
に
「
私
は
記
憶
を
喪
失
し
た
」
冨
o
r

ハ
ロ
〉

な
片
岡
お
同
含E
目
。
g
a
z

－
（F
E

・
）
と
い
う
重
要
な
一
句
が
あ
る
が
、
追
想
に
よ
る
過
去
の
恢
復
は
暗
い
超
意
識
界
に
突
き
当
た
り
、
。g
g

ロ
凶

R
V
O
U
E
の

＼
3
2
2
3
R
o
g

巳
宮
タ
＼
〈
。
－
o
Z

己
o

♂
＼
明O
E
－
－gm

口
同
同O
E
－
－2

号
宮
山
田8
E

吉
田
含
ロ
回
目
。
白
色
－
b
o
m－
（
℃
・
同H
ω印
）
と
い
う
一
節
が
表
わ
す
「
お
び
や

か
さ
れ
る
家
・
お
そ
ろ
し
い
家
」

F
ω
冨
包
S
B
3
2
0
0

・
宮
号
室
。
と
い
う
主
題
が
共
存
し
て
い
る
。

合
致
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

と
の
意
味
で
E
F
ω
回
2

ロ
ロo
ω

口
宮
宮
内
E
E
U

ロ
巳
て
．
と
い
う
詩
は
冨
口
。
自
の
新
ら
し
い
出
発
を
暗
示
す
る
注
目
す
べ
き
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い
う
「
物
質
的
想
像
力
」
コ
B
a
E
己
目
。
ロ
自
己
骨
E
Z

「
夢
想
」
円
。
話
門
戸
ゅ
の
領
土
が
ひ
ら
け
、
日

ω

冨
包
由
。
ロ
g
z

－o

と

E

宮
包
印
O
ロ

S
E

宮
ゆ
が
は
じ
め
て

作
品
で
あ
ろ
う
。

こ
の
詩
が
い
わ
ば
序
奏
の
役
目
を
呆
し

一
九
一
三
年
九
月
頃
か
ら
着
手
さ
れ
た
、
連
作
z
S
B
Z
富
山
O

骨

ω
0
1
0日官
。
J
2

印
河
口H
U
Z
E
O円
同O
Z
S
O
B
－

同
】
円
o
w－
－2
∞
ωき
ち
o
E
o
E
R
V
2
b
o
－
－

u
h
a
F
S
B
E
o－
－
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
完
成
し
、E
Z
E
B
E

－
－
で
ひ
と
ま
ず
冨
ロ
o

自
詩
の
頂
点
に
達
し
た
と
考
え
ら
れ
よ

（
ロ
）

ぅ
。
こ
れ
は

T
2
5

回
日
ゅ
の
説
で
あ
る
が
、
昌
宏m
N

自
身
の
手
に
な
る
草
稿
に
よ
っ
て
も
実
証
さ
れ
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く

E
Z
E
B
Z

＝
だ
け
が
例
の

「
啓
示
」
以
後
の
作
と
推
定
さ
れ
、
回
目
。
に
よ
れ
ば
、

a
a

印
可
日
開
】
Z
E
o

－
－
連
作
は
、
啓
示
直
前
の
「
沙
漠
」
の
状
態
を
示
し
て
い
る
の
だ
。

E
S
B
Z
o
E
O含

ω
0
1
0自
言
。
＝
で
は
再
び
幼
年
時
代
の
場
所
と
時
が
喚
起
さ
れ
る
。
O
H
昌
司
m
e

－
－g
p
ロ
g

一

。
∞
O
F
m
ロ
o
g
門
戸O
O
B
σ
円
。
g
o
a
o
m
ω
ロ
n
D・

－h円
。
回
一
F
E
E

－2
－
g
g
g

－g
件
。
V
2
2
M

唱
2
2

与
命
日
2

＼
E
・g

－H
2
5
R
8

日
目
。

2

仲
町
民O
Fえ
（
・
：
）
（
匂
・
同
・
定
）
し
か
し
詩
人
は
、
「
父
も
母
も



(U
>

な
く
狂
気
E
F

－
－o

と
冷
淡
E

同g
E
O
R

が
あ
て
も
な
く
家
の
な
か
を
さ
迷
い
」
真
実
の
「
慰
め
手
」
E
8
5
0

－
巳
ユ8

は
「
孤
独
」
ω
o
z
Z含
の
み
で
あ

っ
た
こ
と
を
想
起
し
、
目
白
目
。
3

と
呼
び
か
け
て
い
る
。
印
。
3
N
E
E
8
4
8
5
・
8
E
E
0

・
B
ω

目
。
同0
・
（
。
・
同
選
）
∞
己
伊
丹
昆

0
・
自
ω

目
。
円0
・
5

内
田
広
2

・
自
己

自

ω
i
o

一
（
匂
・
同
・
∞
品
）
ま
た
と
の
「
孤
独
」
は
冨
ロ

o
自
を
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
乳
母
の
影
像
と
重
な
り
合
い
、
幼
年
時
の
イ
マ
l

ジ
ュ
は
「
澄
ん
だ
明
る
い

水
」
や
「
水
品
」
の
よ
う
に
「
透
明
」
と
な
る
。
恩
師
同
含

g

巳
ω

可
O
B
E
S
仲
2
2
2
4
0
5
b
g
a
a

＼
】
仰
のvo
s
－
ロ
円
。
円R
Z
o
－E
H
H
o
i
g

宮
内
田o
p
g

＼

V
向
．HH同
】
同
】
印
吋
俗
宗
門
削
凶
伊
仲
回
目
。
－
曲
目
同
．

w
田
仲
切
口
同
一krロ
包
吉
岡
・
2
8

即
己
包
円
、
＼
0
5
E
F
O
E
S
E
O
J『2
4
0

向
田
自
由
－oV
0
2
8

ロ
m
o

含
自
白
骨
吉
一
（
。
・
同
・
巴
）
し
か
し
彼

を
慰
め
る
「
孤
独
」
は
も
う
存
在
し
な
い
、
と
い
う
の
は
詩
人
の
「
心
」
の
「
愛
」
は
冷
え
「
悲
し
い
重
苦
し
い
」
眠
り
を
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
の
で
、
昔
幼
い

時
の
詩
人
の
「
心
」
を
住
む
場
所
と
し
た
「
孤
独
l

乳
母
」
8
5
E
O
H
B
R
Z
8

は
行
き
場
が
な
い
の
だ
。
と
同
時
に
詩
人
も
「
も
は
や
幼
年
時
代
の
水
晶
球

ぽ
の
門
戸
己ω
戸
内
凶O
F
E
S
S

を
通
し
て
孤
独
を
眺
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
匂
・
同
－E

∞
印
）
の
だ
か
ら
「
老
年
の
沈
黙
し
た
氷
河
を
前
に
ひ
と
り
き
り
で
い

る
ほ
か
な
く
」
印
何
回
目
身gE
H
B

包
宮
山O
B
E
E

宮
内
田o
z
i
o
即
日
－
o
g
o

一
（
目
立
仏
・
）
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
も
し
「
十
字
架
の
な
い
壁
や
机
や
閉
ぢ
た
聖
書
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を
前
に
、
な
が
い
間
待
ち
望
ん
で
い
た
あ
り
得
べ
か
ら
。
さ
る
こ
と
コ
B
3
g
g
S
巳
Z
E
g
m
－
Z
ロ
m
g
自
宮
が
窓
を
た
た
い
て
も
誰
も
戸
を
聞
け
る
者
は
い
な

い
で
あ
ろ
う
」
（F
E
－
－
い
ま
は
暗
い
湖
の
底
に
子
供
の
手
か
ら
落
ち
た
石
の
よ
う
に
「
心
の
も
っ
と
も
悲
し
み
の
奥
底
に
、
思
い
出
の
ま
ど
ろ
む
泥
土
に
包

ま
れ
、
重
苦
し
い
愛
が
休
ん
で
い
る
」
だ
け
な
の
だ
。
巴

g
B
B
O
E
r

包
含

E
O
岳
民

R
E

宮

5
5
1
2
5

＼
ロg
g

旦
器
内
田
正
ロ
Z
－
S
E
E
R
S

－

宮
内
回
目
ω

件
。B
Z
R

＼
注
目
包
括
旬
。8
2
1
5
E
E
O

含

8
2

ア
＼
U
S
∞
町
田
目
。
ロ
円
四O
同
自
ω
巳
内

E
g
g
s
F

－o
－o
日
仏
ω
B
O
R

－
（F
E
・
）

Z

∞
凶
『
B
Z
o
E
O円
四0
2
0
4
0
S可
0.. 
で
は
色
調
が
さ
ら
に
暗
く
沈
み
、
。
0
8
3
Z

己

ν
E
広
g
g

自

o
E
5
8
3
0
4
F

と
い
う
詩
節
の
く
り
か
え
し
ゃ
、

目
。
目
。
と
い
う
形
容
詞
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
使
用
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
F
え
2
m
S

的
な
「
日
常
性
へ
の
倦
怠
感
」
と
、
冬
の
雰
囲
気
や
街
の
ブ
ラ
ン
ド
ル
画

家
風
の
描
写
に
特
色
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
古
び
た
郊
外
の
冬
の
物
音
や
哀
れ
な
呼
声
、
か
わ
る
が
わ
る
歌
う
硝
子
屋
、
汚
れ
た
帽
子
を
か
ぶ
り
魚
の
名
前
を

叫
ぶ
衰
え
た
老
婆
」
と
、
F
2
5

宵
宮
E
S
P

－2
4

。
宵
仏
e
E
4
0片
品
2
1
2
M

阿
佐
ロ
g
R
m
印
w＼
－0
4
X
同
即2
2
2
8
n
V
8
8

ロ
善
命

B
F

＼
E

唱
宮
島
・
自
砂
円
。

g
g
b
o
G
E
g
g
－o
g
B
E
g

－o
＼
の
号
合
印
ロ
O
自
白
色
0
3
5
0
ロ
p
i

－
－
・
「
変
り
ば
え
の
し
な
い
机
、
聖
書
、
ゲ
l

テ
、
イ
ン
ク
の
古
く
さ
い
匂
い
、
白
い



紙
、
ペ
ン
」
を
前
に
し
た
詩
人
の
姿
、
E

自
の
B
O
Z
E
0
・
＼
宮
田E
0
・
のo
a
z
－
－
．
8
2
0
2
8

ロ
。
常
日
常
言
自
宮
ヘ
：
（
℃
・
同
－
g
l

∞
斗
）
さ
ら
に
「
奥
深
い

草
の
繁
茂
し
た
暗
い
い
つ
も
の
庭
」
ぽ
告
。s
o
y
E
吉
・
＼
官
えS
P
M
M円O
P
E
－
Z
巳
E
－
o
v
R
E
－
（E
E
・
）
な
ど
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
現
実
を
逃
れ
る
た
め
に

C
－3
8

の
よ
う
に
諸
国
を
放
浪
し
て
も
、
「
水
の
上
の
都
市
や
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
夜
々
」
（
乙
れ
は
小
説

a
a

－
－K
F
B
S円
S
S
E

－t
巳
Z
R

．
の
舞
台
を
思
わ
せ
る
）

に
は
、
「
古
い
古
い
雨
が
ま
ど
ろ
む
崩
れ
た
低
い
壁
」
が
あ
り
「
痛
を
病
み
冷
た
く
脂
じ
み
た
草
が
、
押
し
黙
っ
た
小
川
で
蝕
ば
ん
だ
花
々
を
揺
す
ぶ
る
で
あ

ろ
う
」
巴
可
2
2
2

包
＼
－O
B
R
R
g
E
E
z
v
g
g
g
B
g
E

ニ
－
a
o
R

＼
ロ
g
i
z

－
－F
i
a

－
－2
1
巳
0
9
2
5
0
V
R
Z

－S
E
g
o
－
＼
宮
町
内
凶
作
旦

鳴
g
s
s
g
S
E
E
8

∞
巴
g

円
印
日

2
m
g

＼
ロ
ω
ロ
回
－0
2
5
0
2

自
ロ
E
・
e
－
同
・
∞
∞
）
こ
の
よ
う
に
4
5
員
－
。
σ
R
ロ
F
m
E
の
か
－E
2
ア
自

0
2

な
ど
の
イ
マ
l

ジ
ュ
が
支
配
す
る
こ
の
重
い
暗
欝
な
詩
の
世
界
で
、

わ
づ
か
に
救
い
と
な
る
の
は
「
か
く
れ
ん
ぼ
の
国
の
雨
溝
に
昔
か
ら
眠
っ
て
い
る
孤
児
の
花
」5
2
M

a
o同
自
2

同
島
g
g
i
g
s

宮
司
聞
のR
F
0
・C
R
V
0・
2
0
R
2
B
o－E
0
・
（
寄
広
・
）
「
忘
れ
な
草
」
Z
B
3
8
2
帥
噌
ま
た
彼
が
翻
訳
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア
の
民
話
の
童

話
の
花
々
で
あ
り
、
乙
の
花
は

Z
o
g
－
－m

や

Z
2
4
巳
に
親
し
い
ロ
マ
ン
チ
ス
ム
の
「
青
い
花
」
で
あ
る
が
、
冨
ロ
。
自
の
世
界
で
は
「
い
ら
く
さ
」
E
耳
目
。

（
比
）

や
「
草
」
5
2
Z

の
イ
マ
i

ジ
ュ
に
圧
倒
さ
れ
て
影
が
薄
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
m
d諸
島
g
g

認
に
よ
れ
ば
茨
ゃ
い
ら
く
さ
は
回
心
前
の
精
神
の
象
徴
な

の
だ
）
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つ
ぎ
に
：
宅
自
芸
。
邑o
Z
R
V
2
b
o
－
－
に
移
る
と
、
四
節
に
わ
か
れ
た
こ
の
詩
の
三
節
目
か
ら
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
は
じ
め
の
二
節
で
は
、
司
自
己

的
な
「
経
験
」
も
現
世
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
「
旅
宿
」
－
J
E
Z
同
向
。
も
安
住
の
地
と
は
な
り
得
ず
、
疲
れ
呆
て
た
詩
人
が
放
浪
の
旅
か
ら
休
息
を
求
め
て
、

3
4
丘
二
o
ロ

m
g
自
宮

g

ロ
E

－O
B
O
E
0
2
2
B
S

同
円
。
円
。
＼

ω
ωロ
師
同

O
U
O回
一
円ω
g
S
4
E
5
2
2
2

ロ

m
a
g
o＼
ロ
B
m
Z
E
g

－2
2
Z

円
m
g

仏
O
B

E
s
e

－
「
故
郷
の
風
が
狼
や
沼
の
草
や
腐
っ
た
よ
う
な
リ
ン
ネ
ル
の
匂
い
を
吹
き
つ
け
、
夜
の
廃
塩
の
な
か
で
人
さ
ら
い
の
唄
を
歌
う
季
節
」
（
℃
・
目
。
。
｜

出
）
に
、
z
F
m同
国
2
E
5
2

円
。B
E
E

－ω

ロ
巳
て
．
で
描
か
れ
た
B
g
R
o

で
富
良
E
E
o

で
き
山
円
。
な
生
家
に
帰
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
彼
が
見
出
す
の
は

「
老
年
」
と
「
孤
独
」
と
「
死
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
暗
い
回
廊
に
孤
独
は
街
と
と
も
に
私
を
待
っ
て
い
た
。
墓
の
鍵
と
角
灯
と
持
っ
て
一
人
の
子
供
が
そ
こ

に
い
た
。
街
路
の
冬
が
私
の
顔
に
み
じ
め
な
匂
い
を
吹
き
つ
け
て
き
た
。
（
・
：
）
」

E
g

－x
E
o
g

．

E
Z
E
§
2
2

円
。
。
ぎ
＼
ロ
吉
田
句
。

σ
切
の
ロ
話
相
官
－

E
0
・
C
5
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う
に
み
え
る
が
、
宮
己
O
誌
の
場
合
は
ぽ

m
g
a包
円0
・
4
さ
2
2
8

・
匂
R
o

－
－o
E
E
S

な
ど
の
形
容
詞
が
そ
の
一
端
を
一
不
す
よ
う
に
、
特
定
の
女
性
像
を
中
心
に

補
註
（E
）

詩
的
世
界
が
凝
集
す
る
こ
と
な
く
抽
象
性
普
遍
性
の
面
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
の
E

阿
ロg
B
E
o

－
－
で
は
、
明
る
い
楽
し
げ
な
幼
年
時
へ
の
追
憶
が
語
ら
れ
る
点
で
す
こ
し
異
な
っ
て
い
る
。
「
冷
た
い
ナ
プ
キ
ン
や
黄
金
い
ろ
の
パ
ン

や
六
月
の
蜜
蜂
ら
に
聞
か
れ
た
古
風
な
窓
な
ど
の
よ
い
匂
い
が
し
た
」
n
z
z
Z
5
0
0

仏
2

円

e
S
3
0

吟
包
含
旦
骨
宮
古
品
。
芯
＼
思
骨

i
z
ロ
1
8
2

円
。

O
E
O

－
o

白
日

ω
v
o
E
g
含
玄
ロ
一
（
匂
・
同
・
。
。
）
生
家
に
向
っ
て
詩
人
は
目
白
冨
p
g

と
呼
び
か
け
、

「
思
い
出
の
風
や
太
陽
の
香
が
す
る
古
い
書
物
の
優
し

い
挨
で
な
ぜ
あ
な
た
は
私
を
く
る
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
の
か
」
そ
し
て
「
な
ぜ
あ
な
た
の
屋
根
の
下
で
欲
望
も
な
く
孤
独
に
私
は
生
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
」
、
「
な
ぜ
私
を
出
発
さ
せ
る
ま
ま
に
し
、
保
護
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
」
、
と
訴
え
ま
た
後
悔
し
、
さ
ら
に
詩
人
は
た
ず
ね
る
の
だ
ち
ロ
2
5
r
宮
宵
0
・

〉
4
0
N
－g

ロ
印
刷M
O円
自
由
タ
古
島
田22

己

B
g
Z
R

向
日o
E
E
O
B
ロ
0

・
＼
〉
ロ
な
ロeE
H
O

ロ
官
。
耳
目Z
F
針
。
0
2
5
m
E
g
p
＼
・
：
＼
含
目
。Z
E
2
ω

吉
弘
＼

k
F
4
2－2
2
8

ロ
件
。ω

同
。5
・
1
0日
ロω

仏
・5
0

。
色
。
民
営

i
E
E
g

回
目2

＼
思
円
四o
g
E
O
B

宮

E
S
E
a

－0
m
g
z
z
g

明
日
目
g

巳
g
u

円
＼
ロ
ロ
吉
田
宮w
z
a
o

Z
4
4
2合
的

E
g

仏
2
1
2
m
g
巳
Z
E
O
ロ
ミ
（
℃
・
同
・
ミlg

）
そ
の
た
め
「
詩
人
の
心
は
冷
た
い
旅
の
宿
に
ひ
と
り
き
り
、
不
眠
は
コ
ロ
g
B
E
o

立
っ
た

-160 ー

ま
ま
古
び
た
あ
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
私
の
老
い
た
顔
を
眺
め
る
」
は
め
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
（
U
・
同
・
8

）

以
上
の
考
察
か
ら
、
E
S
E
－U
F
O
邑
g

＝
連
作
の
性
格
は
、
T
2
5
m
回
目
。
の
言
う
ご
と
く
「
他
人
の
間
で
の
孤
独
で
は
な
く
、

な
い
神
に
直
面
し
た
偉
大
な
孤
独
の
詩
」
と
言
い
得
ょ
う
し
、
「
絶
対
－
J
B
g
－
ロ
の
征
服
が
幼
年
時
の
再
征
服
と
な
り
、
存
在
の
場
所
F
z
g

含

E

（
い
均
）

官
。
曲
目g

と
幼
年
時
の
場
所
で
あ
る
生
家

E

昌
巳
m
O
ロ

g
z
z

と
が
並
列
し
て
い
る
」
と
司
自
宮
町
内
ぽ
宮
古
田ω
包
g

と
も
に
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ

ま
だ
詩
人
の
心
に
存
在
し

し
並
列
0
8
。
m
R

で
は
な
く
て
、
将
来
当
然
幼
年
時
の
「
場
」
と
「
存
在
」
の
そ
れ
と
は
合
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
「
場
（
所
）
」

－o
z
g

の
観
念
は

「
運
動
」
－OB
2
4
O
B
O
E

－
「
静
止
」
コ
自
目
。
呂
志
、
「
無
」
岡
山
g

な
ど
の
諸
観
念
と
と
も
に
冨
皆
目
の
世
界
で
は
重
要
な
位
置
を
占

め
、
中
期
詩
篤
か
ら
「
家
」
Z

冨
忠
明
。
ロ
の
イ
マl
ジ
ュ
の
形
で
尖
鋭
に
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
。



一
九
一
五
年
制
作
と
推
定
さ
れ
る
、
E
Z
E
E
R

．
は
、
前
述
し
た
よ
う
そ
に
れ
ま
で
の
詩
作
の
帰
結
と
考
え
ら
れ
、
盟
関
戸
回
目
。
円
。
版
の
『
詩
集
』

E

旬
。
。
E
g

－
－

の
Z
S

が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
が
、
あ
の
一
九
一
四
年
冬
の
「
啓
示
」
の
後
す
ぐ
に
乙
の

1
g

を
立
て
て
文
学
へ
の
訣
別
を
図
っ
た
の
だ
と
回
日
。
は

言
っ
て
い
る
。
乙
の
説
の
当
否
は
さ
て
お
き
、
R
a
z
z
自
由
ロ
ョ
の
内
容
が
新
ら
た
な
生
涯
の
転
機
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。

乙
の
詩
篇
で
、
5

－o
m
N

は
四
O
才
に
し
て
漸
く
自
己
の
身
体
Z
g
G
ω

や
愛
－
f
p目
。
ロ
円
の
真
の
意
義
、換
言
す
れ
ば
本
来
の
意
味
に
お
け
る
「
現
実

性
」
、
「
彼
岸
」E
・
富
田
に
対
し
て
の
「
此
岸
」
庄
の
持
つ
秘
義
を
会
得
し
た
の
だ
。
（
身
体
は
「
地
上
の
精
神
忠
告
号
含
宮
窓
口
。
で
あ
り
「
運
動
」
ぽ

宮
o
g
B
O
E

の
神
聖
な
火
を
養
分
と
す
る
：
：
：
と
彼
は
い
う
）
ま
た
詩
人
は
「
行
動
」
－

J
p
a
oロ
の
高
貴
さ
を
知
り
孤
独
者
の
空
し
さ
か
ら
の
離
脱
を
図
る
よ

う
に
な
る
。
要
す
る
に
、
現
実
を
支
配
す
る
原
理
と
し
て
の

「
運
動
」
の
隠
さ
れ
た
源
は
、
「
分
離
の
谷
」
〈
色
宮
内
田
O
E
m
s
ω
E
立
。
ロ
と
呼
ば
れ
る
暗
い
禁

F
O
 

じ
ら
れ
た
場
所
な
の
だ
。
そ
と
で
は
人
間
は
自
分
自
身
と
一
致
で
き
な
い
し
精
神
と
身
体
も
調
和
し
得
な
い
。
そ
れ
が
可
能
な
領
域
は
「
結
合
の
、
永
遠
な
る

せ
い

女
性
の
、
生
の
場
所
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ロ
o
E
S

宮

3
g

－d
円
。

S
Z
5
2

神
話
己
＼
何
ロE
B

含

m
o
r目
。
B
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ロ

E
5
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＼
恩
師
ぷ
3
z
z
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恩
師
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日
常
・
＼E
・
ロ
m
o
m
－
。
門
店
。
＼
ピ

2

仏
o
z
n
o
ロ
』
。
ロ
a
o
p
＼
巴
o
U

京
自
由
ロ
伊
丹b
M
W
R
E
o
－
－o
a
t

－ω
＼
5
o
・
e
－
同
・
5
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（η
）
 

こ
の
よ
う
な
「
国
」
の
探
究
、
「
存
在
」
の
家
を
建
て
る
熱
情
E
E
Z

日
含

g
E

・
「
石
」
へ
の
関
心
（
∞
当ag
g

認
に
よ
れ
ば
「
石
」
は
真
理
を
意
味

（
川
崎
）

す
る
）
が
冨
皆
目
を
強
く
捉
え
る
。
「
砦
の
真
昼
の
鐘
が
海
に
鳴
る
と
き
わ
れ
わ
れ
は
堤
防
の
建
設
者
に
敬
意
を
表
わ
す
だ
ろ
う
」
そ
し
て
詩
人
も
ま
た
「
花

咲
く
林
檎
の
木
の
下
で
子
供
た
ち
に
取
り
ま
か
れ
て
坐
る
女
の
よ
う
に
大
き
く
静
か
な
家
」
を
建
て
、
「
太
陽
と
風
の
天
使
ら
に
大
き
く
歓
喜
の
教
会
の
窓
を

ひ
ら
く
で
あ
ろ
う
」
『
2
2
5

ニ
g
p

忠
常
g
r
z

』
ミg
z
b
m
E
8＼
叶
。E
g
m
g
ロ
含
凹
g
u
円
ω
ロ
m
g

門E
S
E

－
（
司
・
同
・
5
3

そ
乙
で
彼
は
「
肯
定
の

（
勾
）

パ
ン
－
o

宮
宮
門
同o
－
〈
戸
内
片
山
口

g
t
o
ロ
を
、
「
純
粋
な
者
た
ち
の
層
に
火
と
麦
と
水
の
味
わ
い
と
な
る
普
遍
の
肯
定
ぽ

O
E
C

包
括
門
的
己
」
を
祝
福
す
る
で
あ
ろ

v
つ
。
（F
E
・
）

い
わ
ば
精
神
の
な
g
g
w

自
に
あ
た
る
こ
の
場
所
や
建
物
は
人
間
の
家
の
よ
う
に
「
石
灰
や
砂
や
水
で
結
ぼ
れ
た
石
」
で
は
建
て
ら
れ
ず
、
同
g
z
s

回
可
.. 



自
己
官
自
に
似
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、
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在
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沈
黙
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に
伸
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踏
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葉
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フ
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ン
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詩
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史
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お
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で
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節
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錨
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自
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切
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著
し
く

感
ぜ
ら
れ
る
。
「
（
哀
れ
み
ゃ
怒
り
や
孤
独
で
す
り
へ
っ
た
古
び
た
愛
情
で
私
が
人
間
た
ち
を
愛
す
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。
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円
吉
田
2
z
g
s
a

＼
ロ
ロ
白
山
内
コ
ロ
m
o
n
g
g
p

ロ
色
合
自
己
＼
印
。5

－g

。
。E
B
ω

含

g
g

円
・
（
匂
・
同
・
5
3

ま
た
「
太
陽
の
鍵
」
を
手
に
し
て
再
出
発
を
試
み
国
2
r
己
百
の
へ
ラ
ス
に
も
似
た
「
彼
自
身
の
」
旬
。
E
S
H
O
B
を
建
設

全
知
で
あ
り
な
が
ら
沈
黙
し
、
暗
閣
の
か
び
の
な
か
で
礎
石
と
と
も
に
存
在
す
る
」
人
問
、

し
よ
う
と
す
る
が
、
宮
口
。
m
N

自
身
は
ま
だ
「
夜
の
病
に
悩
み
、

う
に
宇
宙
が
私
の
な
か
に
入
り
こ
む
」

言
い
換
え
る
と
「
自
分
自
身
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
男
」F
o
m
S
R
b・p
－F
巳
・
目
。
目
。
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
（
ロ
∞
）
な
お
こ
の
詩
に
お
い
て
「
吸
い
こ
ま
れ
る
よ

後
期
の
詩
に
も
み
ら
れ
、
富
山
】O凹
N

自
身
の
一
九
一
四
年
冬
の
啓
示
に
も
見
受
け
ら
れ
た
あ
の

と
い
う

i
色
。
ロ
は
、

「
上
昇
」
の
イ
マl
ジ
ュ
と
異
な
っ
た
注
目
す
べ
き
表
現
で
あ
ろ
う
。

(5
) 

宮
口
o
a

は
霊
感
の
ま
ま
あ
る
い
は
折
り
に
触
れ
て
一
気
に
書
く
と
い
う
詩
人
で
は
な
く
、作
品
に
は
深
い
探
究
的
建
築
的
意
志
が
貫
い
て
い
る
の
で
あ
っ

-165 ー

て
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
「
想
像
力
の
意
図
」
コ
ロ
窓
口
ま
ロg
a
z
包
g

を
探
る
目
的
で
中
期
の
詩
を
中
心
に
「
家
」
と
か
「
場
所
」
、
「
土
地
」
や
「
草
」
、
「
太

陽
」
「
分
身
」
な
ど
の
主
題
を
や
や
明
ら
か
に
し
得
た
。
以
後
宮
出
o
a

は
E

〉
門
的
冨
m
m
g
w
wや
E

〉
円g
S

帥
＝
（
乙
れ
ら
の
哲
学
的
述
作
で
開
吉
田
件
。

E

的
相

対
性
の
理
論
や
吋
，a
E
ω
包
含

n
g
a
z

的
デ
ィ
ナ
ミ
ス
ム
に
似
た
宇
宙
論
を
展
開
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
）
か
ら
、
絶
唱

E
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宮
冨
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宮
円
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そ
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2
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円
四OE

問
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吉
芯
唱
白
神
宮
ロ
＝
へ
と
自
己
の
途
を
た
ど
る
で
あ
ろ
う
。
「
自
然
」
か
ら
「
象
徴
」
を
経
て
「
神
」
の
詩
人
へ
と
前
進
す
る
で
あ
ろ
う
。

彼
に
よ
れ
ば
「
自
然
の
詩
人
は
、
動
揺
し
不
毛
な
中
間
的
象
徴
の
世
界
を
想
像
し
」
「
感
覚
世
界
の
不
完
全
な
美
」
を
歌
う
が
、
そ
れ
に
反
し
「
神
の
詩
人
は
、

原
型
〉
R
Z
q
宮
ω

の
世
界
を
見
、
認
識
の
言
語
と
い
う
正
確
で
光
り
あ
る
用
語
を
使
っ
て
敬
度
に
述
べ
伝
え
る
」
の
だ
。
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性
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h
u
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ユ
回
目
ぬ
と
い
う
言
葉
は
R
2
E
m
B
O
と
同
じ
く
漠
然
と
し
す
ぎ
て
い
る
。

冨
巴
g
N

の
ば
あ
い
は
剛
E
r
g
－o

や
守
合
同
朗
自
ぬ
の
影
響
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
今
後
の
研
究
課
題
と
な
ろ
う
。

・
・

F
曲
目
町
田
ぬ
【
同
何
回
〈
包

2

ユ

ω
司
自
σ
o－E
2
3
・
E

同M
H
F
S
F
H
V

・
8
ω

Z
H
h
m冨
色
常
者
自

σ
o－z
o
－
－
同
－E
E
M
N
O
S
E
S
S
E
F
E
m

－
H
V
E
l
H
H
O

〉
ロ
ロ
自
門
同
・
のO
弘
司
＼d
h
F－o
印
N
L
O
H
V
O
伽
R
P
U
E
B

－
－
E
・
〉
・

ω
r
a
B
・
匂

N
誌

の
－
H・
N
E
o
E
F
E

宮
出
。
印N・
3
E
・

C
－Z
芯
片
岡
》O
E
ロ
－
U
H
S

〉
・
。
。
ι。
ァ

o
u
z
p
n
x
b

E

〉
a
z
m
m官
m
j
包
〉
・

ω
口
語
町
内
・H
V
N
ω
l
g

E
F
H
V
ω
N
1
8
 

ω
－
Z
・
の
巳
m
0
・
E
Z
出
O
R
E
ω

毛
色
g
g
吋
m
a
a
な

E
F
2
5
9
宮
口
o
m
N
J
H
ニ

E
l
H
g

a
a

句
。h山
田F
0
9同
J
b
仏
・
〉
・
田
－
〈
弘
同0・
M
M
H旬。

。
・
回
R
Z
F
邑
＼
a
F白
同
町
司
O
E

－g
H

伽
話
母
国
円
吉
岡
何
回
出
回

J
E
・
し
『
－nO
E
－
－
v
g
i
H
N∞

H
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S
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F
ω
冨
白
山
田Oロ
O

ロ
広
告
。
と
が
一
致
す
る
と

い
う
よ
り
も
、
後
者
は
前
者
よ
り
深
部
に
存
在
し
、
前
者
へ
の
還
帰
で
は
主
に
理
性
が
働
く
の
に
対
し
て
、
後
者
へ
の
そ
れ
に
お
い
て
は
「
詩
的
想
像
力
」
が
「
休
息
」
の

状
態
に
入
り
自
由
に
振
舞
い
く
つ
ろ
ぎ
得
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
「
家
」
に
つ
い
て
は
小
説
「
円
〉
自oE
2
8
H
E
g
a
g

」
や
未
完
の
小
説
E
N
E
B
調
停
つ
に
も
マ
ニ

エ
リ
ス
ム
的
と
も
い
う
べ
き
偏
執
的
な
即
自
由
唱
が
多
く
み
ら
れ
る
。
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切Z
N
O
E冨
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伽
件
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円
山
口
口
Z
E

－
－
－
匙
・Z－N
O
F
H
M
H
S
l
む
こ
の
書
物
は
現
在
で
は
も
っ
と
も
包
括
的
で
周
到
な
研
究
書
と
し
て
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

「
父
も
母
も
な
い
」
と
い
う
の
は
詩
的
誇
張
で
あ
り
、
両
親
と
も
長
く
生
き
て
い
た
。
た
だ
し
帝
政
ロ
シ
ヤ
の
封
建
領
主
的
暴
君
で
あ
っ
た
父
と
は
全
く
気
が
合
わ
ず
、
母

と
も
愛
情
の
疎
通
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
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る
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E
C
の
S
1
0
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体
験
や
P

東
方
紀
行
d

を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
事
実
宮
即F
R

は
大
旅
行
家
で
あ
っ

た
。
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家
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山
富
弘
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は
固
定
し
た
場
所
、
避
難
所
、
絶
対
者
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
道
程
の
場
所
、
旅
宿
円
〉
手2
m
m

は
、
時
閣
の
終
り
な
き
流
れ
に
従
う
人
間
の
条
件
を
象
徴
し
て
い
る
」
と
い
う
興
味
深
い
指
適
が
あ
る
。
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